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在、 International Autoimmune Hepatitis Group により提案された国際診断基準が用いられている。自己抗体とし
ては抗核抗体 (ANA) 、抗平滑筋抗体 (ASMA) などが用いられているが、最近肝臓特異的な抗体である抗チトクロ




[方法] 原因不明の肝機能障害が出現した出産後 1 年以内の女性 17 例、流産後の女性 1 例を対象とした。肝機能障
害は AST、 ALT の高値をもって診断した。全例、アルコール歴、薬剤歴、輸血歴、肝疾患の既往歴、家族歴をもた
なかった。コントロールとして非妊娠健常女性 31 例と出産後健常女性 77 例を用いた。抗 CYP2D6 抗体はラジオリ
ガンドアッセイ法にて測定した。
[成績] 出産後(流産後)肝機能障害をおこした 18 例中 10 例は経時的に検索することができた。この 10 例の肝機
能障害は出産後(流産後) 1 年以内に出現した。 1 例を除き肝機能障害は一過性で軽度であり、食欲不振、幅気、全
身倦怠感などの症状は無かった。 AIH の国際診断基準を用いると 1 例が確診例、 8 例が疑診例で、あった。 ANA は 8
例が陽性、 ASMA は 3 例が陽性で、あった。抗ミトコンドリア抗体は全例陰性で、あった。 9 例は抗 CYP2D6 抗体が陽
性であった。抗 CYP2D6 抗体はアミノトランスフエラーゼの上昇にわずかに遅れて上昇した。 1 例は HCV抗体が陽
性で、あった。 6 例はパセドウ病を 2 例は特発性血小板減少性紫斑病を合併していた。抗 CYP2D6 抗体インデックス
は、出産後(流産後)肝機能障害をおこしたすべての症例 18 例で、非妊娠健常女性 31 例、出産後健常女性 77 例に
dせ門4
比し、有意に高値を示した。健常女性における抗体インデックスの平均+2SD をカットオフとすると出産後肝機能障
害を起こした 18 例で 15 例 (83.3%) が抗体陽性であり、一方出産後健常女性では 77 例中 3 例 (3.9%) のみが陽性
であった。以上のことから出産後女性にみられる肝機能障害は出産後増悪した自己免疫性肝炎が原因と考えられた。
従ってこれらを出産後自己免疫性肝炎と名付けその特徴を 6 つの項目にまとめ提唱した。
1.肝障害は出産後 1 から 12 ヶ月の聞に発症する。














おいて 15 例 (83.3%) に抗 CYF2D6 抗体の高値を認めコントロールと有意差を認めた。これより出産後にみられる
肝機能障害は出産後増悪した自己免疫性肝炎が原因と考えられた。今後出産後自己免疫性肝炎と提唱していきたいと
考えている。
この研究は学位に値するものと認める。
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